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明けましてお目出度う御座います（始業式での話）

今年のお正月は暖かな日が多く、春を感じさせる日もありました。在校生の皆さんはご家族と穏

やかな新年を迎えられたことと思います。休み中、大きな事件や事故もなく、無事始業式を迎えら

れたことを本当に嬉しく思います。

ところでお正月をどの様に過ごしましたか？家族と初詣に出かけた人、のんびりテレビを観ながらおせち料

理を食べていた人、友達と遊びに出かけた人、そして、勉強をしていた人など様々だったでしょう。いずれに

せよ、「今年こそは」と新しい年にかける決意を抱いたことでしょう。

初詣に出かけた人は何を願い祈りましたか？家族の幸せ、今年の抱負や目標、三年生ならばやはり受験

の事でしょうか。志望校合格を祈願した三年生は多かったでしょうし、一・二年生ならば成績アップとクラブ活

動での成長や活躍でしょうか。ただし、祈るばかりではダメで、地に足がついた取り組みや本気の執念が必要

です。三学期は一年を締めくくると同時に次年度に向けて準備の年です。「終わりよければすべてよし」という

言葉があるように、これからの三ヶ月が重要になります。

また、各クラスにおいても本当によいクラスだったと思えるようにするために、何か新たなことを始めて下さ

い。ほんの小さな事でよいのです。これまで以上に挨拶することを心掛けるでもいいでしょう、掃除をこれまで

以上に入念にするのもよいでしょう。

それからもう一つ大事にしてもらいたいことがあります。皆さんは「自分の気持ちを大切にしよう」とか「自分こ

そ一番大切だ」という言葉を聞いたことがあるはずです。もちろん自分が大切なことは言うまでもありませんが、

「自分こそ」の思いが強すぎるとトラブルになることも多いものです。本当に「自分だけ」でよいのでしょうか？自

分のことだけでなく「他人のために何かできないか」「他の人のために自分が出来ることは何だろう」と考えても

らいたいのです。自分が困ったときや苦しんでいるとき、誰かから慰められたり、励まされたりしたことがあるで

しょう。その時の気持ちを思いだしてください。他の人のために何かをすると、自分自身の存在が誰かの役に

立っていると実感できます。そして、この様に考えを少しだけ変えることによって、自分だけでなく周りの人にと

ってもよい影響を与えるようになっていきます。私はこれが人間としての成長だと思います。生徒会活動や学

級活動を中心に一人一人が他の人のために何かをしようとした時、素晴らしい学級や学校に変わっていくと

確信しています。皆さんの変化に期待しています。

ひょうご防災ネットに登録しよう
ひょうご防災ネットは、近年普及がめざましい携帯電話のメール機能、ホームページ機能を利用して、

県民・市民に直接、緊急情報（地震情報・津波情報・気象警報）、避難情報等を発信するシステムです。

県下各市町ごとにホームページのサイトを設け、大災害等の緊急時に、いち早くその情報が伝達され

ます。登録者には、兵庫県や市町からの緊急情報や地震情報・津波情報・気象警報をメールで送信さ

れますので、市町や県民局のホームページから是非登録して下さい。 尼崎市に関する地域の気象情

報などを知らせてもらえます。

「ひょうご防災ネット」で検索して下さい。簡単に登録できます。


